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１．はじめに 

マイクロマシン・MEMS 技術は 21 世紀を支える基盤技術と認識され、MEMS デバイスが組み込

まれた応用製品は、自動車のエンジン制御やエアバッグシステムから始まり、その後インクジェ

ットプリンタ、プロジェクタ、ゲーム機と次々と新しいアプリケーションが広がり、最近では携

帯機器に多数の MEMS が採用されるに至ってその市場規模は急速に拡大しています。今後はスマー

トフォン、タブレットなどの民生機器への応用がさらに増大するとともに医療や環境分析などの

分野で多くの高付加価値型 MEMS が開発されていくものと考えられます。注目される最近のアプリ

ケーションとしてワイヤレスセンサネットワークシステム（WSNS）があり、ここでは MEMS技術の

活用により WSNS に適した小型高感度で低消費電力なセンサと高効率なエネルギーハーベスタの

創出が期待されている。WSNSは、ビルや工場の省エネルギーシステム、公害防止のための環境管

理システム、橋梁やトンネル等社会インフラの安全維持管理システム、農場や植物工場の育成管

理システム等、幅広い応用が期待されている。 

一方、少子高齢化社会を迎え、医療費削減、予防医療の促進、Quality of Life の向上等が叫

ばれており、生化学分析を行う医療機器や健康管理のための非侵襲、低負荷な身体モニタリング

システムが必要で、ここでも MEMS 技術の活用による小型高機能なセンサ、WSNS の創出が期待さ

れている。 

また、世間ではトリリオンセンサという言葉が広まってきており、モバイル機器、車載用とし

て、センサが爆発的・指数関数的に数量が増加してきており、これからはまさにセンサネットワ

ーク領域でのセンサ数が増加することが期待されています。 

平成 25 年度は、特にマイクロマシン・MEMS センサを用いた環境センシングデバイス、およびセンサネ

ットワークに注目し、MEMS のみならずに、それを用いるセンサシステムの産業動向を調査しました。特に

環境分野では東日本大震災をトリガーとして省エネの取り組みが進んでおります。本調査では環境セン

サ、およびセンサネットワークシステムを対象とし、特に平成 23年度～平成 26年度まで取り組んでいます

NEDO プロジェクト「グリーンセンサネットワーク」のテーマを中心にその動向をまとめました。そして、トリ

リオンセンサネットワーク社会へ向けて、そこから見えてくる日本の MEMS関連産業拡大のための

課題と提言をまとめました。この報告書が各方面において広くご利用頂ければ幸いです。 

 



 

 

 

 

２．調査方法 
1.3 調査方法 

 

（１）センサ市場調査 

本調査では公開情報、およびマイクロマシンセンター、および技術研究組合 NMEMS技

術研究機構、特にグリーンセンサネットワークプロジェクトにて２０１２年～２０１３

年度にて調査した資料を参考にまとめた。また、対象範囲として環境センサのみならず

に、同じくセンサネットワークを活用する、社会インフラのモニタリングシステム、ヘ

ルスモニタリングシステムも含めた。 

 

（２）環境センサの技術・産業動向調査 

本調査では、公開情報、および技術研究組合 NMEMS技術研究機構グリーンセンサネッ

トワークプロジェクトの調査資料、および担当委員が所属する企業・機関で保有の情報

をもとに調査を進めた。 

 

（３）環境センサネットワークに関する要素技術 

調査では、公開情報、および技術研究組合 NMEMS技術研究機構グリーンセンサネット

ワークプロジェクトの調査資料、そしてマイクロマシンセンターが主催する先端技術交

流会（エネルギーハーベスティング、トリリオンセンサ社会）等の情報を元に調査を進

めた。 

 

（４）環境センサの現状と今後の展望 

本調査では公開情報のみならず、ＭＥＭＳ Industry Group 主催で１１月６日、７日に

開催されたＭＥＭＳ Executive Congress や日本にて２月２０日、２１日に開催された

Trillion Sensors Summit Japan2013 の内容を活用した。 また、グリーンセンサネッ

トワークプロジェクトの研究開発、ナノマイクロビジネス展を通じた意見交換を元に、

担当委員の私見を含めることとした。 
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